
Ａ ～ Ａ ～ Ａ ～

Ｂ ～ Ｂ ～ Ｂ ～

Ｃ ～ Ｃ ～ Ｃ ～

・学習活動の取り組み ・学習活動の取り組み ・学習活動の取り組み

・jamboard、ﾜｰｸｼｰﾄ等への記述 ・jamboard、ﾜｰｸｼｰﾄ等への記述 ・jamboard、ﾜｰｸｼｰﾄ等への記述

・提出作品 ・提出作品 ・提出作品

【学習計画】

① ② ③

4 ○オリエンテーション

・書道Ⅰの学習について ・高等学校における書道の学習について見通しを持つことができる。 〇

・書表現の多様性について ・端末の使用方法についても理解することができる。 〇

■対面授業①（予定）

○漢字の書の学習① 取組状況

・書風と結構法 ・基本的な楷書の筆使いを学ぶ。 〇 〇 ワークシート

〇 〇 〇 提出作品

5 ○漢字の書の学習② 取組状況

・多様な筆使い ・入筆には様々な表現があることを知り、留意しながら書くことができる。 〇 〇 〇 ワークシート

・筆圧の違いにより表現の差異に気付き表現できる。 〇 〇 〇 提出作品

○漢字の書の学習③

月 単元 学習の目標
評価の観点

2

10

評価の方法 自己評価 実際評価

・初唐の三大家の書を学び、同じ楷書の表現にも様々な違いがあることを理解し、
表現することができる。

取組状況
ワークシート
提出作品

学校教育目標 郷土を愛し　たくましく生きよう　　自ら学ぶ意欲を　持ち続けよう

２年必修（T-base）

○

自省力 ◎ 理解力 ◎

8

教科・科目 芸術・書道Ⅰ 単位数 ２単位 学年・学級

使用教科書 書道Ⅰ（教育出版） 副教材

批判力 ○

議論する力

学習の到達目標

書道の幅広い活動を通して、書に関する見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と幅広く関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 書の表現の方法や形式、多様性などについて幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表
現するための基礎的な技能を身に付けるようにする。
(2) 書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい捉えたりすることができるようにする。
(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、
書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

評価の観点 ①　知識・技能 ②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

育成を目指す資質・能力

傾聴力 ○ 協働力

自己実現力 ○ 表現力 ◎ 情報活用力 ○

・書の表現の方法や形式、書表現の多様性につい
て幅広く理解している。
・書写能力を向上させるとともに、書の伝統に基
づき、作品を効果的に表現するための基礎的な技
能を身につけ、表している。

・書の表現の方法や形式、書表現の多様性につい
て理解している。
・書写能力を向上させるとともに、作品を効果的
に表現するための基礎的な技能を身につけ、表し
ている。

・書の表現の方法や形式、書表現の多様性につい
ての理解に努力を要する。
・書写能力を向上させるとともに、作品を効果的
に表現するための基礎的な技能を身につけること
に努力を要する。

・主体的に書の表現及び鑑賞の幅広い活動に取り
組もうとしている。

Ａ

活用できる

Ｂ

・書の表現及び鑑賞の活動に取り組もうとしてい
る。

わかる・できる

・書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構
想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の
意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりして
いる。

・書のよさや美しさを感受したり、書の美を味わ
い捉えたりしている。

・書のよさや美しさを感受したり、書の美を味わ
い捉えたりすることに努力を要する。

Ｃ

努力を要する

具体的な改善方法

7

・書の表現及び鑑賞の活動への取り組みに努力を
要する。

・理解できなかった知識や技能は、その日のうち
に解決する
・技能練習を繰り返し行う

1

3 7 3 7 3

2 1 2

・書の表現までの過程を丁寧に行う
・発表やグループでの話し合いなどで、自分の考
えを表現する

・あきらめず粘り強く取り組む
・自らの学習状況を振り返って把握し、学習の進
め方について改善する

1

評価基準
（各１０段階）

10 8 10 8

評価の方法 評価の方法 評価の方法



・円筆と方筆
〇 〇 〇

6 ○臨書を考える 取組状況

・臨書例を参考にしながら、鄭羲下碑の書表現の特徴を見いだすことができる。 〇 〇 〇 ワークシート

・臨書とは何かを考えることができる。 〇 〇 提出作品

○漢字の書の学習④ 取組状況

・行書の基本用筆 ・蘭亭序の歴史的背景を理解することができる。 〇 〇 〇 ワークシート

・行書の持つリズムや流れを意識して表現することができる。 〇 〇 提出作品

○多様な蘭亭序を味わう

〇 〇

○漢字の書の学習⑤ 取組状況

・様々な行書の筆使いと書風
〇 〇 〇 ワークシート

・蘭亭序とはことなる勢いのある行書の表現をすることができる。 〇 〇 提出作品

8 ○漢字の書の学習⑥

・漢字創作
〇 〇 〇

○漢字の書の学習⑦

・篆書の用筆と運筆
〇 〇

○漢字の書の学習⑧ 取組状況

・篆刻の学習 ・篆刻の歴史や用途についての理解を深めることができる。 〇 〇 ワークシート

■対面授業②（予定） ・様々な篆刻作品の作風があることを理解できる。 〇 〇 提出作品

・自分なりの落款印を制作することができる。 〇 〇

○漢字の書の学習⑨ 取組状況

・隷書の筆使いと字形 ・隷書の基本的な筆使いを表現することができる。 〇 〇 ワークシート

・臨書例との違いを指摘することで、細かな字形の違いを意識して臨書できる。 〇 〇 提出作品

○古典を探求しよう 取組状況

・張遷碑を多角的に観察し、特徴や良さを説明することができる。 〇 〇 ワークシート

・多様な隷書を、根拠を明確にしながら分類することができる。 〇 〇 提出作品

○漢字の書の学習⑩

・草書の用筆と運筆 ・草書の特徴を理解するとともに、基本的な草書の筆使いができるようになる。 〇 〇 〇

○仮名の書① 取組状況

・仮名の基本的な筆使い ・仮名の基本的な筆使いをできるようにする。 〇 〇 ワークシート

〇 〇 提出作品

○仮名の書② 取組状況

・単体と連綿
〇 〇 ワークシート

・字幅の変化や墨の付け方に注意して書くことで、行の流れを表現できる。 〇 〇 提出作品

○仮名の書③ 取組状況

・散らし書き ・色紙の表現を味わい、意図について考えることができる。 〇 〇 ワークシート

・古典の散らし方を学び表現することができる。 〇 〇 提出作品

○仮名の書④ 取組状況

・仮名の創作 ・仮名の基本的な用筆をいかして、自選の歌を表現することができる。 〇 〇 ワークシート

・自選の和歌 ・意図に応じた構成や表現に向けて工夫することができる。 〇 提出作品

1 ○漢字仮名交じりの書の学習①

・楷書と古典の応用
〇 〇 〇

○漢字仮名交じりの書の学習② 取組状況

・筆脈と字形
〇 〇 ワークシート

・字形を工夫し表現を広げることができる。 〇 提出作品

○漢字仮名交じりの書の表現

〇 〇

○一年間のまとめ 取組状況

〇 ワークシート

提出作品

✎最終評価（自己評価／実際評価）

・２種類の蘭亭序の違いを具体的に指摘し、違いを見極めたうえで、根拠を明らか
にしてどちらの蘭亭序が好きかを説明する。

・祭姪稿の書かれた背景の理解を通して、線質や字形から作者の感情を感じ取るこ
とができる。

①　知識・理解 ②　思考・判断・表現 ③　主体的に学習に取り組む態度

・初唐の三大家のような楷書の姿だけではなく、様々な楷書の表現があることを理
解し、様々な表現をするための筆使いを表現することができる。

・これまでの古典の学習を踏まえながら、自分なりの意図に応じた書表現を工夫し
ながらすることができる。

・篆書の筆使いである、蔵鋒、中鋒を修得し、篆書の特徴的な文字造形を表現でき
る。

・文字の大小、行の流れ、墨の付け方に気をつけながら「蓬萊切」を書くことがで
きる。

・同じ和歌の作品を比較し、違いを指摘することで、書風の特徴を言葉にすること
ができる。

・漢字仮名交じりの書の歴史等に触れ、どのような書なのかを理解するとともに、
これまで学習した楷書の古典の用筆をいかした表現をすることができる。

・これまで学習してきた行書の古典を生かして書くことで筆脈に留意して書くこと
ができる。

・作品制作の過程を理解し、古典の応用、構成の工夫といった視点を加味しながら
自分なりの表現をすることができる。

・自分のこれまでの書道の学習を振り返り、自分自身ができるようになったことを
確認する。

取組状況
ワークシート
提出作品

取組状況
ワークシート
提出作品

取組状況
ワークシート
提出作品

取組状況
ワークシート
提出作品

取組状況
ワークシート
提出作品

取組状況
ワークシート
提出作品

取組状況
ワークシート
提出作品


